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宋
元
期
中
層
『
尙
書
』
學
の
一
形
態

―
―
朱
祖
義
『
尙
書
句
解
』
を
め
ぐ
っ
て

陳

佑
眞

第
一
節

通
俗
經
解
書
の
意
義

前
近
代
中
國
に
お
い
て
經
學
は
學
問
の
中
心
に
据
え
ら
れ
、
儒
家
經
典
を
家
塾
等
の
場
で
い
か
に
し
て
兒
童
に
學
ば
せ
る
か
は
議
論
の

對
象
と
な
っ
て
き
た
。
古
く
は
、
程
端
禮
『
程
氏
家
塾
讀
書
分
年
日
程
』
が
宋
元
期
の
經
學
敎
育
に
つ
い
て
の
詳
細
を
示
す
資
料
と
認
識

さ
れ
て
き
た
。
程
端
禮
は
敎
育
者
と
し
て
き
わ
め
て
具
體
的
な
記
述
を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
朱
熹
の
學
生
で
あ
っ
た
程
端
蒙
が
著
し

た
『
性
理
字
訓
』
に
始
ま
り
、
『
小
學
』、
四
書
、『
孝
經
』、
五
經
へ
と
進
ん
で
ゆ
く
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。
程
端
禮
の
示
し
た
學
習
行

程
の
特
徵
は
、
道
學
系
統
の
注
釋
を
最
重
要
視
し
、
經
書
の
正
文
を
讀
ま
せ
た
後
に
直
接
朱
熹
『
周
易
本
義
』
や
蔡
沈
『
書
集
傳
』
へ
と

進
む
點
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
元
人
に
よ
り
作
ら
れ
た
學
習
行
程
で
あ
り
な
が
ら
淸
朝
ま
で
そ
の
有
用
性
は
繼
續
し
、
乾
隆
年

閒
に
は
詔
勅
に
よ
り
各
府
縣
の
學
校
に
こ
の
書
物
が
配
備
さ
れ
る
に
至
っ
た

。
（1）

し
か
し
、
こ
の
書
の
受
容
を
追
っ
て
み
る
と
、
少
な
く
と
も
明
末
清
初
に
は
こ
う
し
た
敎
育
課
程
は
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ



- 164 -

か
る
。
陸
隴
其
が
こ
の
書
に
跋
し
て
「
及
乎
中
葉
、
學
校
廢
弛
、
家
自
爲
敎
、
人
自
爲
學
、
則
此
書
雖
存
、
而
由
之
者
鮮
矣

（
中
葉
に

（2）

及
び
て
、
學
校
廢
弛
し
、
家
自
ら
敎
を
爲
し
、
人
自
ら
學
を
爲
せ
ば
、
則
ち
此
の
書
存
す
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
之
れ
に
由
る
者
鮮
し
）」

と
い
う
よ
う
に
、
す
べ
て
の
知
識
人
が
程
端
禮
の
示
し
た
よ
う
な
理
想
と
さ
れ
る
敎
育
を
受
け
て
き
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
む

し
ろ
こ
の
よ
う
な
敎
育
を
受
け
た
の
は
ご
く
一
部
の
讀
書
人
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
實
態
に
近
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
淸
初
の

有
力
な
道
學
者
の
一
人
、
朱
澤
澐
に
つ
い
て
、
年
少
の
頃
『
讀
書
分
年
日
程
』
を
利
用
し
て
學
習
し
た
こ
と
が
と
り
た
て
て
記
錄
さ
れ
て

い
る
が

、
そ
の
こ
と
は
却
っ
て
そ
れ
が
當
時
の
知
識
人
に
お
い
て
も
決
し
て
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
如
實
に
示
し
て
い
る
。

（3）

淸
朝
に
お
い
て
は
翁
方
綱
が
「
是
特
俗
塾
三
家
邨
中
授
蒙
童
者
、
第
知
有
范
翔
四
書
體
註
。
語
以
十
三
經
注
疏
、
則
茫
然
未
嘗
開
卷
者
（4）

（
是
れ
特
に
俗
塾
三
家
邨
中
の
蒙
童
に
授
く
る
者
、
第
だ
范
翔
の
四
書
體
註
有
る
を
知
る
の
み
。
語
ぐ
る
に
十
三
經
注
疏
を
以
て
す
れ
ば
、

つ

則
ち
茫
然
と
し
て
未
だ
嘗
て
卷
を
開
か
ざ
る
者
な
り
）」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
平
均
的
水
準
の
讀
書
人
が
學
ん
で
い
た
書
物
は
、
今
日
淸

朝
學
術
の
菁
華
と
し
て
連
想
さ
れ
る
戴
段
二
王
の
學
な
ど
と
は
全
く
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
果
た
し
て
淸
朝
に
限
定
さ
れ
る
問
題
で
あ
ろ
う
か
。
馬
宗
霍
氏
は
經
學
の
歷
史
的
推
移
を
說
明
す
る
中
で
、
宋
末
元
初
の
學
術

の
樣
相
に
つ
い
て
「
宋
元
之
交
、
朱
學
幾
如
日
中
天
、
亦
猶
鄭
學
之
於
漢
魏
閒
也

（
宋
元
の
交
、
朱
學
幾
ん
ど
日
中
の
天
の
如
く
し
て
、

（5）

亦
た
猶
ほ
鄭
學
の
漢
魏
の
閒
に
於
け
る
が
ご
と
き
な
り
）
」
と
し
て
道
學
の
系
統
に
あ
る
元
代
の
經
學
著
作
を
列
擧
し
た
。
確
か
に
、
當

時
の
學
問
の
主
流
要
素
を
見
て
み
る
に
、
馬
氏
の
考
え
は
よ
く
當
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
我
々
が
學
術
史
を
考
え
る
に

當
た
っ
て
は
、
我
々
は
社
會
の
公
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
道
學
が
用
い
ら
れ
た
六
百
年
の
後
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
『
宋
元
學
案
』

に
代
表
さ
れ
る
道
學
中
心
的
な
價
値
觀
の
も
と
に
描
か
れ
た
學
術
史
が
大
變
強
い
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
常
に
考
慮
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
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童
嶺
氏
は
「
精
英
學
問
世
界
」
と
「
庶
民
（
大
衆
）
知
識
世
界
」
と
の
中
閒
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
「
中
層
學
問
世
界
」
と
い
う
槪

念
を
提
示
し
、
隋
唐
期
の
學
術
に
お
い
て
、『
文
選
』
李
善
注
の
よ
う
な
學
問
界
の
先
端
に
位
置
す
る
も
の
と
日
用
類
書
や
識
字
敎
科
書

の
よ
う
な
も
の
と
の
中
閒
に
位
置
す
る
著
作
の
重
要
性
を
主
張
し
た

。
筆
者
は
こ
の
「
中
層
學
問
世
界
」
と
い
う
槪
念
は
五
代
以
降
の

（6）

經
學
史
に
お
い
て
も
十
分
に
有
效
な
槪
念
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

經
學
に
お
い
て
「
中
層
學
問
世
界
」
に
分
類
さ
れ
る
注
釋
書
は
、
當
然
そ
の
時
代
の
經
學
の
先
端
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
膨
大
な

出
版
部
數
を
誇
り
廣
く
讀
ま
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
時
代
の
多
く
の
讀
書
人
の
思
想
形
成
に
大
い
に
寄
與
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
の
時
代
の
一
般
的
な
、
す
な
わ
ち
大
多
數
の
讀
書
人
の
經
學
理
解
を
反
映
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
る

も
の
な
の
で
あ
り
、
そ
の
點
に
お
い
て
思
想
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
と
み
な
し
得
る
。

現
在
確
認
で
き
る
『
尙
書
』
に
對
す
る
通
俗
的
な
注
釋
書
と
し
て
は
、
南
宋
後
期
の
胡
士
行
『
尙
書
詳
解
』
に
遡
り
、
ま
た
、
そ
れ
よ

り
や
や
遲
れ
る
と
思
わ
し
き
も
の
と
し
て
朱
祖
義
『
尙
書
句
解
』
が
擧
げ
ら
れ
る

。
胡
士
行
『
尙
書
詳
解
』
は
特
に
字
詁
の
方
面
に
き

（7）

わ
め
て
詳
細
で
、
一
例
を
擧
げ
れ
ば
、
堯
典
の
「
允
恭
克
讓
」
に
對
し
て
は
、「
允
」
字
の
下
に
「
信
」
、「
恭
」
字
の
下
に
「
敬
」、「
克
」

字
の
下
に
「
能
」
と
い
う
訓
が
附
さ
れ
て
お
り
、
時
に
過
剩
の
感
を
與
え
る
も
の
で
あ
る
。
胡
士
行
の
書
は
四
庫
提
要
に
「
雖
皆
根
據
舊

說
、
要
能
薈
萃
以
成
一
家
言
、
猶
解
經
之
篤
實
者
也
（
皆
舊
說
に
根
據
す
と
雖
も
、
要
す
る
に
能
く
薈
萃
し
て
以
て
一
家
の
言
を
成
せ
ば
、

猶
ほ
解
經
の
篤
實
な
る
者
な
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
高
い
評
價
を
得
て
い
て
着
目
す
る
價
値
を
も
つ
の
だ
が
、
本
稿
第
二
節

・
第
三
節
で
述
べ
る
流
傳
狀
況
か
ら
考
え
る
に
、
『
尙
書
句
解
』
の
方
が
よ
り
多
く
の
讀
者
を
得
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
は

『
尙
書
句
解
』
を
主
た
る
分
析
對
象
と
し
、
宋
末
元
初
期
の
經
學
の
一
面
に
つ
い
て
些
か
の
考
察
を
試
み
た
い
。
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第
二
節

『
尙
書
句
解
』
の
流
行

内
蒙
古
自
治
區
西
端
の
阿
拉
善
盟
額
濟
納
旗
の
砂
漠
の
中
に
は
黑
水
城
と
い
う
遺
跡
が
あ
る
。
こ
の
土
地
は
曾
て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
交
易

の
據
點
の
一
つ
と
し
て
發
展
し
、
西
夏
か
ら
元
の
時
代
に
榮
え
た
と
さ
れ
る
。
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
〇
九
年
に
か
け
て
帝
政
ロ
シ
ア
の

考
古
學
者
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ク
ズ
ィ
ム
イ
チ
・
コ
ズ
ロ
ー
フ
（П
ё
т
р
К
у
з
ь
м
и
ч
К
о
з
л
о
в

、
一
八
六
三
～
一
九
三
五
）

は
こ
の
黑
水
城
遺
跡
を
發
掘
し
、
多
く
の
西
夏
・
元
時
期
の
文
物
を
見
つ
け
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
八
四
年
に
か
け
て
中

國
側
に
よ
る
發
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
再
び
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
量
の
西
夏
・
元
の
文
物
が
發
見
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
・
中
國
の
發
掘
結
果

に
は
い
ず
れ
も
、
數
は
多
く
な
い
も
の
の
儒
家
の
典
籍
も
混
じ
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
中
國
に
よ
り
發
掘
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
に
『
尙
書
』

の
一
部
と
見
ら
れ
る
も
の
（F

一
：W
六
七
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
今
、
李
逸
友
『
黑
城
出
土
文
書
』
よ
り
そ

の
解
說
を
引
用
す
る
。

『
尙
書
』
殘
頁
、
爲
右
半
面
、
竹
紙
、
二
二
六
×
一
三
八
毫
米
、
版
心
高
二
二
六
毫
米
。
粗
邊
欄
、
内
細
欄
、
現
存
一
三
行
、
大
字

楷
體
、
徑
一
〇
毫
米
、
欄
内
雙
行
小
字
夾
注

。
（8）

こ
の
本
に
は
殘
葉
の
圖
版
（
圖
版
四
六
頁
）
も
揭
載
さ
れ
て
い
る
が
、
惠
宏
氏
は
こ
の
『
尙
書
』
殘
頁
と
題
さ
れ
た
も
の
が
宋
末
元
初

の
朱
祖
義
に
よ
る
『
尙
書
句
解
』
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

。『
尙
書
句
解
』
に
は
通
志
堂
經
解
本
・
四
庫
全
書
本
以
外
に
元
の
福
建
の

（9）

書
肆
で
あ
る
敏
德
書
堂
に
よ
る
木
版
本
が
存
在
す
る
が

、
黑
水
城
出
土
の
も
の
は
敏
德
書
堂
本
と
は
異
な
る
刊
本
で
あ
る
。
出
土
し
た

（10）

『
尙
書
句
解
』
の
字
形
は
閩
本
の
特
徵
を
有
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
元
代
に
二
種
類
の
閩
本
が
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
す
る

。
一
般

（11）
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的
に
商
業
的
な
出
版
主
體
の
意
向
が
働
き
や
す
い
と
さ
れ
る
閩
本
が
複
數
種
類
存
在
し
た
と
い
う
事
實
か
ら
は
、
『
尙
書
句
解
』
が
當
時

商
品
と
し
て
高
い
價
値
を
認
め
ら
れ
て
い
た
狀
況
の
一
斑
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
惠
氏
は
黑
水
城
の
漢
籍
は
こ
の
地
に
赴
任
し
た
學
校
敎
官
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
示
し
て
お
り
、
も
し
も
そ
れ
が
正
し

い
と
す
る
な
ら
ば
、
實
際
に
元
代
に
は
『
尙
書
』
の
敎
學
に
お
い
て
こ
の
書
物
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
黑
水
城
は
元

末
至
正
年
閒
頃
に
周
邊
の
砂
漠
化
等
の
要
因
に
よ
り
衰
退
し
、
の
ち
に
放
棄
さ
れ
た
。
内
蒙
古
の
こ
の
地
域
に
お
い
て
『
尙
書
句
解
』
を

用
い
た
敎
育
が
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
時
期
は
元
代
に
當
た
る
。

四
庫
全
書
は
科
擧
合
格
を
目
當
て
と
し
た
鄉
塾
の
讀
本
な
ど
の
學
問
的
に
先
端
で
な
い
書
物
を
存
目
に
置
く
こ
と
が
多
い
が

、
こ
の

（12）

『
尙
書
句
解
』
は
正
式
に
著
錄
さ
れ
て
い
る
上
四
庫
薈
要
に
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
提
要
も
「
隨
文
詮
釋
、
辭
意
顯
明
、
使
殷
盤
周
誥
詰

屈
聱
牙
之
句
、
皆
可
於
展
卷
之
下
了
然
於
心
口
。
其
亦
古
者
離
經
辨
志
之
意
歟
（
文
に
隨
ひ
て
詮
釋
し
、
辭
意
顯
明
、
殷
盤
周
誥
詰
屈
聱

牙
の
句
を
し
て
皆
展
卷
の
下
心
口
に
了
然
た
る
可
か
ら
し
む
。
其
れ
亦
た
古
者
の
離
經
辨
志
の
意
か
）」
と
、『
禮
記
』
學
記
に
お
い
て
敎

育
機
關
で
ま
ず
な
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
る
「
離
經
辨
志
」
、
す
な
わ
ち
經
書
の
章
句
を
分
か
ち
、
學
問
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
に
擬
え

る
ほ
ど
に
高
い
評
價
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

著
者
で
あ
る
朱
祖
義
に
つ
い
て
は
元
刊
本
『
尙
書
句
解
』
の
冒
頭
か
ら
彼
が
盧
陵
（
現
在
江
西
省
吉
安
市
に
屬
す
）
の
人
で
あ
る
こ
と
、

字
が
子
由
で
あ
る
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
他
に
は
殆
ど
わ
か
ら
ず
、
通
志
堂
經
解
の
目
錄
等
が
元
人
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
裏
付
け
は
で

き
な
い
。
康
煕
年
閒
に
編
纂
さ
れ
た
『
江
西
通
志
』
卷
五
十
・
選
擧
志
二
に
は
、
理
宗
の
端
平
元
年
の
擧
人
と
し
て
盧
陵
の
朱
祖
義
と
い

う
人
物
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
朱
祖
義
が
『
尙
書
句
解
』
の
著
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
る
證
據
は
存
在
し
な
い
が
、
假
に
同
一

人
物
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
端
平
二
年
か
ら
南
宋
の
滅
亡
ま
で
に
は
な
お
四
十
數
年
あ
る
か
ら
、
も
し
入
元
時
に
存
命
で
あ
っ
た
と
し
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て
も
か
な
り
高
齡
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
四
庫
提
要
に
は
朱
祖
義
の
こ
と
を
述
べ
て
「
於
諸
經
皆
有
句
解
、
今
多
散
佚
、
惟
此
書

僅
存
（
諸
經
に
於
い
て
皆
句
解
有
り
、
今
多
く
散
佚
し
、
惟
だ
此
の
書
僅
か
に
存
す
）」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
本
稿
第
四
節
に
擧

げ
る
何
焯
の
語
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
朱
祖
義
の
手
に
な
る
『
周
易
句
解
』
は
、『
經
義
考
』
に
お
い
て
は
「
佚
」
と
さ
れ
て

い
る
。『
周
易
句
解
』
は
森
立
之
『
經
籍
訪
古
志
』
に
元
泰
定
三
年
敏
德
書
堂
刊
本
が
見
ら
れ
（
現
在
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
藏
）、
江

戸
期
に
刊
行
さ
れ
た
和
刻
本
も
存
在
す
る
。
な
お
、
朱
彝
尊
が
「
佚
」
と
す
る
こ
と
か
ら
所
謂
佚
存
書
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
淸
末
の
文

廷
式
『
純
常
子
枝
語
』
卷
四
に
「
廬
陵
朱
祖
義
子
由
直
音
傍
訓
周
易
句
解
十
卷
、
怡
府
精
抄
本
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
中
國
に
も
傳
本
は

存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
怡
親
王
弘
曉
は
四
庫
全
書
館
が
開
か
れ
た
際
に
藏
書
を
提
供
し
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
四
庫
の

館
臣
も
そ
の
存
在
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
三
節

『
尙
書
句
解
』
の
版
本

簡
單
に
『
尙
書
句
解
』
の
版
本
狀
況
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
先
に
元
に
は
少
な
く
と
も
二
種
類
の
閩
刻
本
が
あ
っ
た
と
し
た
が
、

現
行
す
る
版
本
は
す
べ
て
敏
德
書
堂
刊
本
の
系
統
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
通
志
堂
經
解
本
及
び
四
庫
全
書
本
の
缺
字
と
敏
德
書
堂
刊
本
の
行

格
と
の
關
係
か
ら
證
明
さ
れ
る
。

二
〇
〇
四
年
、
中
華
再
造
善
本
經
部
金
元
編
の
一
つ
と
し
て
中
國
國
家
圖
書
館
藏
元
敏
德
書
堂
刊
本
が
景
印
出
版
さ
れ
、
こ
の
書
物
の

版
本
に
つ
い
て
比
較
的
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
存
す
る
『
尙
書
句
解
』
の
版
本
に
は
、
完
本
で
は
敏
德
書
堂
刊
本
、
康
煕
刊
通
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志
堂
經
解
本
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
四
庫
薈
要
本
、
同
治
鍾
謙
鈞
覆
刊
通
志
堂
經
解
本
の
五
種
が
擧
げ
ら
れ
る
。
通
志
堂
經
解
本
の
底

本
は
、
こ
の
敏
德
書
堂
刊
本
で
あ
る
と
確
定
で
き
る

。
通
志
堂
經
解
本
に
は
少
な
く
な
い
墨
釘
が
あ
る
が
、
通
志
堂
經
解
本
と
敏
德
書

（13）

堂
刊
本
と
を
對
比
す
る
と
、
通
志
堂
經
解
本
が
墨
釘
に
作
る
文
字
の
大
部
分
は
敏
德
書
堂
刊
本
に
お
け
る
行
頭
に
偏
在
し
て
お
り
、
し
か

も
中
華
再
造
善
本
景
印
本
に
よ
っ
て
見
て
み
て
も
そ
の
部
分
は
版
木
の
磨
耗
や
缺
損
に
よ
り
、
文
字
の
確
認
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と

が
多
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
文
淵
閣
及
び
薈
要
二
種
の
四
庫
全
書
本
の
底
本
は
敏
德
書
堂
刊
本
で
は
な
く
通
志
堂
經
解
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
根
據

は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
四
庫
全
書
本
で
は
底
本
で
判
讀
困
難
な
部
分
を
缺
字
に
作
る
か
、
或
い
は
意
を
以
て
文
字
を
埋
め
る
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
の
位
置
が
通
志
堂
經
解
本
と
す
べ
て
一
致
す
る
。
勿
論
四
庫
全
書
本
は
通
志
堂
經
解
が
底
本
と
し
た
同
一
印
本
の
敏
德
書
堂
刊

本
を
底
本
と
し
て
い
て

、
そ
の
判
讀
不
能
と
さ
れ
た
部
位
は
通
志
堂
經
解
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
可
能
性
も
理
論
上
は
考
え
ら
れ
る
。

（14）

し
か
し
、
一
般
的
に
版
木
の
磨
耗
と
い
う
の
は
あ
る
文
字
が
全
く
見
え
な
く
な
る
か
完
全
に
見
え
る
か
、
と
い
う
狀
態
に
な
る
こ
と
は
あ

ま
り
多
く
な
い
。
假
に
通
志
堂
經
解
の
刊
行
者
と
四
庫
全
書
の
館
臣
と
が
見
た
も
の
が
同
一
の
印
本
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
判
讀
不
能
と

判
斷
す
る
部
分
が
完
全
に
一
致
す
る
可
能
性
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
に
、
金
縢
篇
「
爲
三
壇
同
墠
」
注
の
字
格
の
問
題
が
擧
げ
ら
れ
る
。
敏
德
書
堂
刊
本
で
は
「
坐
北
面
南
以
禮
三
王
」
と
な
っ
て
い

る
部
分
を
通
志
堂
經
解
本
は
「
坐
北
面
南
以
禮
□
□
王
」
と
し
て
「
禮
」
と
「
王
」
と
の
閒
に
二
格
を
あ
け
て
い
る
。
四
庫
全
書
本
は
と

い
う
と
、
文
淵
閣
本
・
四
庫
薈
要
本
共
に
「
禮
缺
□
王
」
と
し
て
お
り
、
通
志
堂
經
解
本
と
同
じ
よ
う
に
二
格
を
あ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
金
縢
篇
「
惟
爾
元
孫
某
」
注
「
惟
爾
三
王
之
長
孫
某
」
に
つ
い
て
、
通
志
堂
經
解
は
「
□
示
三
王
之
長
孫
某
」
に
作
る
。

こ
れ
は
敏
德
書
堂
刊
本
が
「
爾
」
を
「
尓
」
と
表
記
し
た
結
果
と
し
て
形
訛
を
き
た
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
四
庫
全
書
本
二
種
も
共
に
通



- 170 -

志
堂
經
解
と
同
じ
く
冒
頭
二
字
を
「
缺
示
」
に
作
る
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
敏
德
書
堂
刊
本
の
注
文
は
俗
字
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、「
爾
」

の
俗
體
「
尓
」
も
全
體
を
通
し
て
頻
見
す
る
。
つ
ま
り
通
志
堂
經
解
本
が
こ
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
誤
っ
て
「
示
」
と
し
た
の
は
全
く
偶

然
に
係
る
の
で
あ
っ
て
、
四
庫
全
書
は
通
志
堂
經
解
本
を
底
本
と
す
る
の
で
な
け
れ
ば
共
通
す
る
誤
字
を
も
つ
理
由
が
說
明
で
き
な
い
。

第
四
節

『
尙
書
句
解
』
の
經
解
内
容

本
節
に
お
い
て
は
『
尙
書
句
解
』
の
經
解
上
の
特
徵
、
特
に
そ
の
經
說
の
來
源
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

筆
者
の
管
見
の
限
り
、
『
尙
書
句
解
』
の
注
釋
上
の
性
質
に
つ
い
て
言
及
し
た
最
も
早
い
記
述
は
何
焯
に
よ
る
通
志
堂
經
解
へ
の
批
語

で
あ
る
。
翁
方
綱
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
『
通
志
堂
經
解
目
錄
』
に
は
次
の
よ
う
に
何
焯
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

何
焯
曰
、
六
經
皆
有
句
解
、
不
過
節
略
舊
注
、
非
另
出
手
眼
者

。
（15）

何
焯
曰
く
、
六
經
皆
句
解
有
り
、
舊
注
を
節
略
す
る
に
過
ぎ
ず
し
て
、
另
に
手
眼
を
出
す
者
に
非
ず
、
と
。

こ
れ
は
『
尙
書
句
解
』
に
對
す
る
批
判
的
な
言
及
で
あ
り
、
四
庫
提
要
の
示
し
た
高
い
評
價
と
論
調
を
異
に
す
る
が
、
舊
注
の
節
略
に

過
ぎ
な
い
、
と
い
う
指
摘
は
槪
ね
的
確
で
あ
る
。
『
尙
書
句
解
』
一
書
は
、
堯
典
の
冒
頭
に
お
い
て
林
之
奇
の
說
を
引
用
し
て
そ
れ
を
批

判
す
る
と
こ
ろ
な
ど
ご
く
一
部
の
例
外
を
除
き
、
殆
ど
他
の
『
尙
書
』
注
釋
者
の
名
前
を
提
示
し
な
い
が
、
實
際
に
は
そ
の
經
說
に
は
出

處
を
確
認
で
き
る
も
の
が
き
わ
め
て
多
い
の
で
あ
る
。

具
體
的
に
は
、
朱
祖
義
が
利
用
し
た
先
行
經
說
は
、
孔
傳
・
孔
疏
・
蘇
軾
『
書
傳
』・
林
之
奇
『
尙
書
全
解
』
・
黃
倫
『
尙
書
精
義
』
な
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ど
多
數
に
わ
た
る
が
、
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る

。
い
く
つ
か
具
體
的
に
、
朱
祖
義
が
舊
說
を
利
用
し
た
過
程
を

（16）

追
う
こ
と
の
で
き
る
例
を
擧
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
。

（
一
）
舜
典
「
玄
德
升
聞
」
の
「
玄
德
」
に
つ
い
て
、
夏
僎
は
直
前
の
「
濬
哲
文
明
溫
恭
允
塞
」
の
一
字
ず
つ
が
舜
の
德
を
言
い
表

し
た
も
の
だ
と
し
て
、「
八
者
卽
玄
德
」
と
し
、
朱
祖
義
も
こ
れ
に
從
う
。

（
二
）
高
宗
肜
日
に
つ
い
て
、
夏
僎
は
鼎
に
鳥
が
停
ま
る
こ
と
を
『
毛
詩
』
周
頌
・
絲
衣
か
ら
祭
祀
の
翌
日
の
場
面
を
復
元
し
て
說

明
す
る
が
、
朱
祖
義
も
こ
れ
に
從
う
。
な
お
、
絲
衣
を
用
い
た
考
證
は
注
疏
や
蔡
傳
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
三
）
牧
誓
「
牝
雞
之
晨
、
惟
家
之
索
」
に
つ
い
て
、
注
疏
や
蔡
傳
は
「
索
」
を
家
の
命
運
が
盡
き
る
こ
と
と
解
す
る
が
、
夏
僎
は
、

「
家
必
索
而
盡
」
と
し
、
見
つ
け
て
處
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
朱
祖
義
は
夏
僎
に
從
う
。

以
上
は
夏
僎
の
說
に
ほ
ぼ
完
全
に
依
據
し
た
上
で
文
面
の
簡
略
化
を
圖
っ
た
も
の
で
、
『
尙
書
句
解
』
の
中
核
を
な
す
の
は
こ
の
よ
う

な
、
夏
僎
ら
の
先
行
す
る
注
釋
書
の
文
を
節
略
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
『
尙
書
詳
解
』・
『
尙
書
句
解
』
の
兩
書
を
竝
べ
て
開
く
と

こ
の
よ
う
な
例
は
容
易
に
發
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ほ
か
、
朱
祖
義
は
先
行
注
釋
を
節
略
す
る
に
當
た
っ
て
、
必
ず
し
も
一
つ
の
注
釋
書
を
基
礎
と
す
る
と
は
限
ら
ず
、
數
句
ご
と
に
異
な

る
注
釋
書
を
節
略
し
て
文
章
を
構
成
す
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
結
果
と
し
て
前
後
矛
盾
や
體
例
の
不
統
一
を
も
た
ら
す
場
合
が
あ

る
。
ま
ず
禹
貢
の
例
を
示
し
た
い
。

『
尙
書
句
解
』
卷
三
・
禹
貢
・
豫
州

伊
洛
瀍
澗
、

[

句
解]

伊
出
今
汝
州
南
陽
縣
荀
渠
山
、
洛
出
今
商
州
洛
陽
東
北
、
瀍
出
今
西
京
新
安
縣
榖
城
山
、
澗
出
今
西
京
龜
池
縣
白
石
山
。
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伊
は
今
の
汝
州
南
陽
縣
の
荀
渠
山
に
出
で
、
洛
は
今
の
商
州
洛
陽
の
東
北
に
出
で
、
瀍
は
今
の
西
京
新
安
縣
の
榖
城
山
に

出
で
、
澗
は
今
の
西
京
龜
池
縣
の
白
石
山
に
出
づ
。

既
入
于
河
。
滎
波
既
瀦
、
導
荷
澤
。

[

句
解]

荷
澤
在
今
廣
濟
軍
定
陶
縣
東
北
。
然
後
導
荷
澤
之
水
。

荷
澤
は
今
の
廣
濟
軍
定
陶
縣
の
東
北
に
在
り
。
然
る
後
荷
澤
の
水
を
導
く
。

被
孟
瀦
。

[

句
解]

以
荷
澤
水
盛
、
乃
覆
被
於
孟
瀦
澤
。
孟
瀦
在
梁
國
睢
陽
縣
東
北
。

荷
澤
の
水
の
盛
ん
な
る
を
以
て
、
乃
ち
孟
瀦
澤
に
覆
被
す
。
孟
瀦
は
梁
國
睢
陽
縣
の
東
北
に
在
り
。

禹
貢
は
古
來
難
解
な
篇
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
解
釋
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
朱
祖
義
は
、

「
伊
洛
瀍
澗
」
及
び
「
既
入
于
河
滎
波
既
瀦
導
荷
澤
」
の
句
解
を
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
や
毛
晃
『
禹
貢
指
南
』
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
被
孟
瀦
」
の
句
解
を
『
尙
書
正
義
』
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
た
め
に
、
六
朝
隋
唐
期
の
地
名
と
宋
代
の
地
名
と
が
竝

立
す
る
形
と
な
り
、
結
果
と
し
て
奇
妙
な
注
釋
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

次
に
擧
げ
る
泰
誓
の
問
題
は
更
に
深
刻
で
あ
る
。

泰
誓
三
篇
は
武
王
が
殷
を
討
伐
す
る
兵
を
興
し
た
こ
と
を
述
べ
る
篇
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
起
き
た
日
時
に
つ
い
て
は
古
來
議
論
の

紛
糾
し
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
最
初
に
こ
の
問
題
の
爭
點
に
つ
い
て
簡
單
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

泰
誓
の
序
に
は
、「
惟
十
有
一
年
、
武
王
伐
殷
。
一
月
戊
午
、
師
渡
孟
津
。
作
泰
誓
三
篇
（
惟
れ
十
有
一
年
、
武
王
殷
を
伐
つ
。
一
月

戊
午
、
師
孟
津
を
渡
る
。
泰
誓
三
篇
を
作
る
）」
と
あ
る
。
こ
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
讀
む
と
、
武
王
の
軍
隊
は
文
王
受
命
十
一
年
の
一
月
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戊
午
に
孟
津
を
渡
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
泰
誓
上
の
經
文
に
は
、「
惟
十
有
三
年
春
、
大
會
于
孟
津
（
惟
れ
十
有
三
年
の
春
、
大
い
に
孟
津
に
會
す
）」
と
あ
り
、
序

の
文
章
と
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
。
特
に
こ
れ
は
武
王
が
殷
を
い
つ
滅
ぼ
し
た
か
、
と
い
う
き
わ
め
て
重
要
な
出
來
事
の
紀
年
に
關
わ
る
問

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
來
經
學
上
の
一
大
問
題
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
問
題
に
對
す
る
解
決
策
は
議
論
百
出
で
あ
る
の
だ
が
、
き
わ
め
て
大
雜
把
に
分
類
す
る
と
二
つ
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
第
一
に
、
ど
ち
ら
の
文
章
に
も
誤
り
が
な
い
も
の
と
し
、
序
と
經
と
は
二
つ
の
個
別
の
事
柄
を
述
べ
て
い
る
、
と
考
え
る
も
の
、
第

二
に
、
ど
ち
ら
か
に
誤
字
が
存
在
す
る
も
の
と
し
、
序
と
經
と
は
一
つ
の
同
じ
事
柄
を
述
べ
て
い
る
、
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
歷
史
的

に
は
前
者
に
は
孔
安
國
（
僞
孔
傳
）・
孔
穎
達
ら
が
屬
し
、
後
者
に
は
歐
陽
脩
（
『
居
士
集
』
卷
十
八
・
泰
誓
論
）
・
夏
僎
・
蔡
沈
・
陳
經

ら
が
屬
す
。

で
は
、
朱
祖
義
は
こ
の
部
分
に
ど
の
よ
う
な
注
釋
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
序
に
對
す
る
注
釋
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

『
尙
書
句
解
』
卷
六
・
泰
誓
上

惟
十
有
一
年
、

[

句
解]

周
自
虞
芮
質
成
、
諸
侯
竝
附
、
文
王
遂
受
命
稱
王
。
至
九
年
、
大
統
未
集
而
卒
。
武
王
三
年
服
畢
、
乃
於
十
有
一
年
。

周
は
虞
芮
成
を
質
し
て
自
り
、
諸
侯
竝
び
に
附
し
、
文
王
遂
に
命
を
受
け
て
王
を
稱
す
。
九
年
に
至
り
、
大
統
未
だ
集
ま

ら
ず
し
て
卒
す
。
武
王
三
年
の
服
畢
り
、
乃
ち
十
有
一
年
に
於
い
て
。

武
王
伐
殷
。

[

句
解]

武
王
喪
畢
、
始
伐
殷
。
觀
兵
孟
津
、
以
卜
諸
侯
伐
殷
之
心
。
諸
侯
僉
同
、
乃
退
以
示
弱
。
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武
王
喪
畢
り
、
始
め
て
殷
を
伐
つ
。
兵
を
孟
津
に
觀
、
以
て
諸
侯
の
殷
を
伐
つ
の
心
を
卜
ふ
。
諸
侯
僉
同
じ
な
る
に
、
乃

ち
退
き
て
以
て
弱
き
を
示
す
。

一
月
戊
午
、

[

句
解]

至
十
三
年
正
月
二
十
八
日
戊
午
。

十
三
年
正
月
二
十
八
日
戊
午
に
至
り
て
。

師
渡
孟
津
。

[

句
解]

更
與
諸
侯
期
會
、
以
師
衆
渡
孟
津
、
而
共
伐
紂
。

更
め
て
諸
侯
と
期
し
て
會
し
、
師
衆
を
以
て
孟
津
を
渡
り
、
共
に
紂
を
伐
つ
。

こ
こ
に
お
い
て
朱
祖
義
は
、「
更
め
て
諸
侯
と
期
し
て
會
し
」
の
語
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
孔
傳
・
正
義
と
同
じ
方
向
の
理
解
に

立
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
こ
の
部
分
は
孔
傳
の
文
章
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
に
書
き
寫
し
て
少
し
說
明
を
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
孔
傳
は
次
の
よ
う
に
こ
の
部
分
を
解
し
て
い
る
。

『
尙
書
』
卷
六
・
泰
誓
上

惟
十
有
一
年
、
武
王
伐
殷
。

[

孔
傳]

周
自
虞
芮
質
厥
成
、
諸
侯
幷
附
、
以
爲
受
命
之
年
。
至
九
年
、
而
文
王
卒
。
武
王
三
年
服
畢
、
觀
兵
孟
津
、
以
卜
諸
侯
伐

紂
之
心
。
諸
侯
僉
同
、
乃
退
以
示
弱
。

周
は
虞
芮
厥
の
成
を
質
し
て
自
り
、
諸
侯
幷
び
に
附
し
、
以
て
受
命
の
年
と
爲
す
。
九
年
に
至
り
、
文
王
卒
す
。
武
王
三

年
の
服
畢
り
、
兵
を
孟
津
に
觀
、
以
て
諸
侯
の
紂
を
伐
つ
の
心
を
卜
ふ
。
諸
侯
僉
同
じ
な
る
に
、
乃
ち
退
き
て
以
て
弱
き
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を
示
す
。

一
月
戊
午
、
師
渡
孟
津
。

[

孔
傳]
十
三
年
正
月
二
十
八
日
、
更
與
諸
侯
期
、
而
共
伐
紂
。

十
三
年
正
月
二
十
八
日
、
更
め
て
諸
侯
と
期
し
、
共
に
紂
を
伐
つ
。

し
か
し
、
經
文
に
至
る
と
問
題
が
生
じ
る
。
經
文
の
句
解
は
以
下
の
通
り
。

惟
十
有
三
年
春
、

[

句
解]

正
月
戊
午
。
卽
是
序
所
謂
十
有
一
年
一
月
戊
午
也
。
前
言
十
一
、
此
言
十
三
、
蓋
傳
寫
之
誤
也
。

正
月
戊
午
な
り
。
卽
ち
是
れ
序
に
所
謂
十
有
一
年
一
月
戊
午
な
り
。
前
に
十
一
と
言
ひ
、
此
に
十
三
と
言
ふ
は
、
蓋
し
傳

寫
の
誤
り
な
り
。

こ
ち
ら
で
は
序
が
「
惟
十
有
一
年
」
と
す
る
の
は
「
傳
寫
の
誤
り
」
で
あ
る
と
斷
じ
、
前
後
の
注
釋
の
閒
に
矛
盾
を
生
じ
て
い
る
の
で

あ
る
。

序
の
「
十
有
一
年
」
に
誤
字
を
疑
う
の
は
歐
陽
脩
以
來
宋
代
に
は
往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
說
で
あ
り
、
蔡
沈
も
そ
の
立
場
に
立
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
文
章
を
見
る
限
り
、
こ
れ
は
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
に
直
接
基
づ
く
も
の
と
見
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
こ
の
經
文
に

對
す
る
夏
僎
の
說
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
文
章
の
類
似
か
ら
踏
襲
が
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

此
十
三
年
春
、
卽
序
所
謂
十
有
一
年
一
月
戊
午
也
。
前
言
十
一
、
此
言
十
三
、
必
傳
寫
之
誤
、
前
辯
之
詳
矣
。

此
れ
十
三
年
の
春
、
卽
ち
序
に
謂
ふ
所
の
十
有
一
年
一
月
戊
午
な
り
。
前
に
十
一
と
言
ひ
、
此
に
十
三
と
言
ふ
は
、
必
ず
や
傳
寫
の

誤
な
る
こ
と
、
前
に
之
れ
を
辯
ず
る
こ
と
詳
ら
か
な
り
。
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こ
こ
で
夏
僎
が
「
前
に
之
れ
を
辯
じ
て
詳
ら
か
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
泰
誓
の
序
に
對
し
て
夏
僎
は
詳
細
な
論
を
な
し
て
孔
傳
の
「
示

弱
」
說
の
非
を
論
じ
て
お
り
、
朱
祖
義
は
序
に
お
い
て
は
夏
僎
と
異
な
る
說
を
立
て
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
朱
祖
義
が
『
尙
書
句
解
』
を
著
す
際
、
本
文
に
つ
い
て
は
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
を
利
用
し
て
お
り
な
が
ら
、
序
文

に
お
い
て
は
そ
の
議
論
の
煩
雜
さ
を
嫌
っ
て
明
快
な
孔
傳
に
從
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
複
數
說
の
混
合
自
體
は
朱
祖
義
に
お

い
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
特
に
こ
の
よ
う
な
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
直
後
の
部
分
と
學
說
を
統
一
し
な
か
っ
た
こ

と
は
杜
撰
で
あ
る
と
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

し
か
し
、
た
だ
の
舊
注
の
杜
撰
な
切
り
貼
り
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
朱
祖
義
自
身
の
見
識
が
表
れ
て
い
る
部
分
も
見
ら
れ
る
。

『
尙
書
句
解
』
卷
三
・
禹
貢
・
揚
州

陽
鳥
攸
居
。

[

句
解]

陽
鳥
、
近
澤
地
名
。
水
退
、
其
地
可
居
。

陽
鳥
、
澤
に
近
き
の
地
名
。
水
退
き
て
、
其
の
地
居
る
可
し
。

こ
の
一
句
に
つ
い
て
、
從
來
の
注
釋
者
は
ほ
ぼ
す
べ
て
「
陽
鳥
」
を
渡
り
鳥
と
し
て
解
釋
し
て
お
り
、
唯
一
林
之
奇
『
尙
書
全
解
』
が
、

突
然
こ
こ
で
渡
り
鳥
の
話
が
出
て
く
る
の
は
お
か
し
い
、
と
し
て
、
『
春
秋
左
氏
傳
』
に
「
死
鳥
」
な
ど
の
地
名
が
出
る
こ
と
か
ら
類
推

し
て
地
名
と
す
る
。
こ
の
林
之
奇
の
說
は
傅
寅
『
禹
貢
說
斷
』
が
諸
家
の
說
を
列
擧
す
る
中
に
見
ら
れ
る
他
に
は
こ
の
『
尙
書
句
解
』
を

除
い
て
言
及
す
る
者
も
殆
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
朱
祖
義
は
前
後
の
經
文
の
解
釋
に
お
い
て
夏
僎
說
を
用
い
な
が
ら
こ
こ
で
は

林
之
奇
說
に
從
っ
て
い
る
。

朱
祖
義
が
文
章
を
よ
り
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
解
釋
を
工
夫
し
た
例
が
も
う
一
例
禹
貢
の
句
解
に
見
ら
れ
る
。
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『
尙
書
句
解
』
卷
三
・
禹
貢
・
荊
州

厥
貢
羽
毛
齒
革
惟
金
三
品
、
杶
榦
栝
柏
、
礪
砥
砮
丹
、
惟
箘
簵
楛
、
三
邦
厎
貢
厥
名
。

[

句
解]
以
其
非
常
用
之
物
、
雲
夢
澤
之
三
國
致
貢
其
名
。
庶
朝
廷
知
所
産
之
地
、
有
用
則
須
。

其
の
常
用
の
物
に
非
ざ
る
を
以
て
、
雲
夢
澤
の
三
國
は
其
の
名
を
貢
す
る
を
致
す
。
朝
廷
の
産
す
る
所
の
地
を
知
り
て
、

用
ゐ
る
こ
と
有
れ
ば
則
ち
須
め
ん
こ
と
を
庶
ふ
。

も
と

孔
傳
や
集
傳
を
は
じ
め
と
す
る
諸
注
釋
は
槪
ね
「
名
」
を
そ
の
地
の
特
産
と
し
て
名
高
い
、
と
い
う
意
味
で
解
釋
し
て
お
り
、
た
だ
蘇

軾
『
東
坡
書
傳
』
が
「
三
邦
、
大
國
、
次
國
、
小
國
也
。
杶
榦
栝
柏
礪
砥
砮
丹
與
箘
簵
楛
、
皆
物
之
重
者
。
荊
州
去
冀
最
遠
、
而
江
無
逹

河
之
道
、
難
以
必
致
重
物
。
故
使
此
州
之
國
不
以
大
小
、
但
致
貢
其
名
數
而
準
其
物
、
易
以
輕
資
致
之
京
師
、
重
勞
人
也
」
と
、
「
名
」

を
産
品
の
名
稱
と
讀
む
說
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
東
坡
書
傳
』
に
特
徵
的
な
、
民
衆
を
い
た
わ
る
思
想
で
あ
り
、
蘇
軾
の
經
學
觀

を
表
す
非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
蘇
軾
が
「
名
」
を
名
稱
と
す
る
こ
と
自
體
は
良
い
と
し
て
も
、
輕
い
も
の
に
換
算
し
て
貢
納
さ

せ
る
、
と
い
う
意
見
に
は
根
據
が
見
出
し
難
く

、
そ
の
た
め
夏
僎
も
反
對
し
て
い
る
。
そ
れ
に
引
き
替
え
、
朱
祖
義
の
說
に
お
い
て
は

（17）

「
以
其
非
常
用
之
物
」
と
い
う
揚
州
「
橘
柚
」
へ
の
解
釋
に
先
例
の
あ
る
論
理
が
根
據
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蘇
軾
に
比
し
て
よ
り

穩
當
な
說
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

實
際
に
こ
の
「
三
邦
厎
貢
厥
名
」
を
孔
傳
や
集
傳
の
よ
う
に
讀
む
と
、
他
の
部
分
に
は
見
ら
れ
な
い
價
値
評
價
が
突
然
荊
州
に
の
み
表

れ
、
し
か
も
先
に
品
名
を
列
擧
し
た
上
で
そ
れ
が
名
高
い
こ
と
を
後
ろ
か
ら
述
べ
る
と
い
う
點
に
お
い
て
文
章
上
や
や
不
自
然
な
感
じ
を

與
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
部
分
の
注
に
は
朱
祖
義
の
、
「
名
」
を
價
値
評
價
を
含
ま
な
い
形
で
讀
み
な
が
ら
も
で
き
る
だ
け
穩
當
に
解

釋
し
た
い
、
と
い
う
努
力
の
跡
が
讀
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
注
釋
は
、
文
章
の
流
れ
が
良
く
な
る
よ
う
に
經
文
を
可
能
な
限
り
平
易
な
形
で
讀
む
、
と
い
う
朱
祖
義
自
身
の
方
針
を
示
し

て
い
る
。

解
釋
の
平
易
さ
に
こ
だ
わ
る
朱
祖
義
の
說
は
、
特
に
歷
代
の
注
釋
者
が
深
遠
な
意
味
を
見
出
そ
う
と
努
め
て
き
た
部
分
の
注
釋
に
お
い

て
際
立
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
道
學
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
所
謂
「
十
六
字
心
法
」
に
つ
い
て
は
、『
書
集
傳
』
に
先
行
す
る
夏
僎
『
尙

書
詳
解
』
等
に
も
詳
細
な
注
釋
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
に
對
す
る
朱
祖
義
の
說
は
他
者
に
よ
る
經
說
と
一
線
を
劃
し
た
か
の
よ

う
に
平
易
な
も
の
で
あ
る
。

『
尙
書
句
解
』
卷
二
・
大
禹
謨

人
心
惟
危
、

[

句
解]

奈
何
人
君
惟
有
一
心
。
人
欲
之
役
於
心
者
、
既
危
而
難
安
。

奈
何
ん
ぞ
人
君
惟
だ
一
心
有
ら
ん
。
人
欲
の
心
に
役
せ
ら
る
る
者
、
既
に
危
ふ
く
し
て
安
ん
じ
難
し
。

道
心
惟
微
。

[

句
解]

則
天
理
之
存
於
心
者
、
遂
微
而
易
泯
。

則
ち
天
理
の
心
に
存
す
る
者
、
遂
に
微
に
し
て
泯
び
易
し
。

惟
精
惟
一
、

[

句
解]

吾
惟
精
專
而
不
雜
、
純
一
而
不
二
。

吾
れ
惟
れ
精
專
に
し
て
雜
ら
ず
、
純
一
に
し
て
二
つ
な
ら
ず
。

允
執
厥
中
。
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[

句
解]

信
以
執
其
中
道
斯
可
矣
。

信
に
以
て
其
の
中
道
を
執
れ
ば
斯
ち
可
な
り
。

朱
祖
義
の
解
釋
は
、
「
精
」
、「
一
」
の
解
釋
に
「
不
雜
」
、「
不
二
」
の
語
を
用
い
る
點
が
夏
僎
に
似
て
い
る
も
の
の
、「
人
心
」
を
「
人

欲
」
に
、「
道
心
」
を
「
天
理
」
に
充
て
る
の
は
、
程
頤
の
說
に
類
似
す
る
。
但
し
、
程
頤
と
も
全
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
朱

祖
義
は
努
め
て
抽
象
的
な
議
論
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、
特
に
「
義
理
」
や
「
形
氣
」
な
ど
道
學
に
頻
出
す
る
槪
念
を
用
い

て
構
造
を
說
明
し
よ
う
と
す
る
蔡
沈
ら
の
姿
勢
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
五
節

後
世
の
評
價
と
宋
元
に
お
け
る
中
層
學
問
世
界

四
庫
提
要
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
『
尙
書
句
解
』
の
敎
育
上
の
價
値
を
高
く
評
價
す
る
が
、
他
方
で
、
そ
の
注
釋
内
容
や
背
景
に
つ
い

て
も
次
の
よ
う
な
言
及
を
行
っ
て
い
る
。

考
元
史
選
擧
志
、
延
祐
中
定
經
義
取
士
之
制
、
尙
書
以
古
注
疏
及
蔡
沈
集
傳
爲
宗
。
故
王
充
耘
書
義
矜
式
尙
兼
用
孔
傳
。
迨
其
末
流
、

病
古
注
疏
之
繁
、
而
蔡
傳
遂
獨
立
於
學
官
。
業
科
擧
者
童
而
習
之
、
莫
或
出
入
。
祖
義
是
書
、
專
爲
啓
迪
幼
學
而
設
。
故
多
宗
蔡
義
、

不
復
考
證
舊
文
。

元
史
選
擧
志
に
考
ふ
る
に
、
延
祐
中
經
義
取
士
の
制
を
定
む
る
に
、
尙
書
は
古
注
疏
及
び
蔡
沈
集
傳
を
以
て
宗
と
爲
す
。
故
に
王
充

耘
書
義
矜
式
は
尙
ほ
孔
傳
を
兼
用
す
。
其
の
末
流
に
迨
び
、
古
注
疏
の
繁
を
病
と
し
、
蔡
傳
遂
に
學
官
に
獨
立
す
。
科
擧
を
業
と
す
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る
者
童
に
し
て
之
れ
を
習
ひ
、
出
入
或
る
莫
し
。
祖
義
の
是
の
書
、
專
ら
幼
學
を
啓
迪
す
る
爲
に
し
て
設
く
。
故
に
多
く
蔡
義
を
宗

と
し
、
復
た
は
舊
文
を
考
證
せ
ず
。

一
體
何
焯
は
『
尙
書
句
解
』
が
先
行
注
釋
を
節
略
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
で
あ
り
特
に
何
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る

か
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
四
庫
提
要
に
至
っ
て
『
尙
書
句
解
』
は
蔡
沈
『
書
集
傳
』
の
系
統
に
あ
る
書
物
と
み
な

さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
來
、
『
尙
書
句
解
』
に
言
及
す
る
者
は
ほ
ぼ
こ
の
提
要
の
語
に
依
據
し
て
說
を
成
し
て
い
る
。
馬
宗
霍
氏
は
、
前
に
も
觸
れ
た

よ
う
に
宋
末
に
お
い
て
は
道
學
は
「
幾
ど
日
中
の
天
の
如
」
き
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
が
、
續
い
て
元
代
の
經
學
を
總
括
す
る
に
當
た

っ
て
、
元
代
の
『
尙
書
』
注
釋
書
に
つ
い
て
、
陳
櫟
・
董
鼎
・
陳
師
凱
・
朱
祖
義
の
名
を
擧
げ
、
「
此
皆
墨
守
蔡
沈
之
書
者
也
（
此
れ
皆

蔡
沈
の
書
を
墨
守
す
る
者
な
り
）」
と
し
、
朱
祖
義
『
尙
書
句
解
』
も
ま
た
前
三
者
と
同
じ
よ
う
に
蔡
沈
の
系
統
に
位
置
す
る
注
釋
書
で

あ
る
と
い
う
見
方
を
示
し
た

。
關
文
瑛
『
通
志
堂
經
解
提
要
』
に
も
四
庫
提
要
を
踏
ま
え
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

（18）

謹
案
、
元
朱
祖
義
尙
書
句
解
十
三
卷
、
專
爲
啓
迪
幼
學
而
作
也
。
其
體
不
過
節
取
蔡
氏
舊
注
、
而
分
釋
於
各
句
之
下
、
非
有
獨
到
之

發
明
也
。
誠
以
元
時
蔡
傳
立
於
學
官
、
業
科
擧
者
童
而
習
之
、
莫
或
出
入
。
于
是
祖
義
一
宗
蔡
傳
而
著
爲
是
編

。
（19）

謹
し
ん
で
案
ず
る
に
、
元
の
朱
祖
義
の
尙
書
句
解
十
三
卷
、
專
ら
幼
學
を
啓
迪
す
る
爲
に
し
て
作
る
な
り
。
其
の
體
は
蔡
氏
の
舊
注

を
節
取
し
、
各
句
の
下
に
分
釋
す
る
に
過
ぎ
ず
、
獨
到
の
發
明
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
誠
に
元
時
蔡
傳
學
官
に
立
て
ら
る
る
を
以
て
、

科
擧
を
業
と
す
る
者
童
に
し
て
之
れ
を
習
ひ
、
出
入
或
る
莫
し
。
是
こ
に
于
い
て
祖
義
は
一
に
蔡
傳
を
宗
と
し
て
著
し
て
是
の
編
を

爲
す
。

同
樣
に
提
要
に
基
づ
く
姿
勢
が
甚
だ
明
確
な
の
は
王
梓
材
・
馮
雲
濠
『
宋
元
學
案
補
遺
』
で
あ
り
、
そ
の
九
峯
學
案
補
遺
に
は
「
九
峯
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續
傳
」
と
し
て
朱
祖
義
の
名
を
擧
げ
、
專
ら
『
尙
書
句
解
』
の
提
要
を
引
い
て
根
據
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
前
節
に
見
た
よ
う
に
、
實
際
に
『
尙
書
句
解
』
を
精
査
す
れ
ば
、
四
庫
提
要
が
示
し
て
多
く
の
學
者
が
踏
襲
し
て
き
た
こ
の

見
方
は
正
確
で
な
い
こ
と
に
氣
づ
く
。

ま
ず
經
說
の
面
に
お
い
て
、
朱
祖
義
は
蔡
沈
に
從
わ
な
い
こ
と
の
方
が
多
く
、
む
し
ろ
蔡
沈
說
の
援
用
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
の

こ
と
は
、
堯
典
冒
頭
の
「
曰
若
稽
古
」
の
解
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

『
尙
書
句
解
』
卷
一
・
堯
典

曰
。

[

句
解]

史
官
言
。

史
官
言
ふ
。

若
稽
古
帝
堯
。

[

句
解]

順
考
古
道
而
行
之
者
、
帝
堯
。

古
の
道
に
順
ひ
考
へ
て
之
れ
を
行
ふ
者
は
、
帝
堯
。

こ
れ
は
、
「
曰
」
を
助
字
と
す
る
『
書
集
傳
』
と
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
注
釋
と
し
て
は
孔
傳
・
正
義
の
踏
襲
で
あ
る
と
い
え

る
。
そ
の
こ
と
は
下
に
引
く
注
疏
の
說
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

『
尙
書
注
疏
』
卷
二
・
堯
典

曰
若
稽
古
帝
堯
。

[

孔
傳]

若
、
順
。
稽
、
考
也
。
能
順
考
古
道
而
行
之
者
帝
堯
。
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[

孔
疏]

正
義
曰
、
史
將
述
堯
之
美
、
故
爲
題
目
之
辭
曰
、
能
順
考
校
古
道
而
行
之
者
、
是
帝
堯
也
。

正
義
曰
く
、
史
將
に
堯
の
美
を
述
べ
ん
と
し
、
故
に
題
目
の
辭
を
爲
し
て
曰
く
、
能
く
古
の
道
に
順
ひ
考
へ
校
し
て
之
れ

を
行
ふ
者
は
是
れ
帝
堯
な
り
、
と
。

む
し
ろ
、『
尙
書
句
解
』
が
全
體
と
し
て
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
の
節
略
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
節
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

で
は
、
何
故
四
庫
提
要
は
こ
の
書
を
『
書
集
傳
』
に
基
づ
く
も
の
と
斷
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
夏
僎
と
蔡
沈
と
の
說

が
重
な
り
合
っ
て
い
る
部
分
を
見
て
、
蔡
沈
の
說
の
節
略
で
あ
る
と
判
斷
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
判
斷
の
背
景
に
は
、
宋
末
元
初
を
道

學
盛
行
の
時
代
と
單
純
化
し
て
捉
え
る
偏
見
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
、
夏
僎
と
蔡
沈
と
の
說
が
一
致
す
る
部
分
に
就
い
て
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』・
『
書
集
傳
』・
『
尙
書
句
解
』
三
者
の
文
章
を
比
較
し
た
場

合
、
朱
祖
義
の
說
が
『
書
集
傳
』
で
は
な
く
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
の
節
略
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
例
が
複
數
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
舜

典
に
見
え
る
「
柷
敔
」
に
つ
い
て
、
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
と
『
書
集
傳
』
と
は
共
に
郭
璞
の
說
を
引
い
て
說
明
す
る
が
、
文
章
の
細
部
は

下
に
擧
げ
る
よ
う
に
や
や
異
な
っ
て
い
る
。

『
書
集
傳
』
卷
一
・
舜
典

郭
璞
云
、
柷
如
漆
桶
。
方
二
尺
四
寸
、
深
一
尺
八
寸
、
中
有
椎
柄
連
底
撞
之
令
左
右
擊
敔
。
狀
如
伏
虎
、
背
上
有
二
十
七
鉏
鋙
。
刻

以
籈
櫟
之
籈
、
長
一
尺
、
以
木
爲
之
。
始
作
也
擊
柷
以
合
之
、
及
其
將
終
也
則
櫟
敔
以
止
之
。
蓋
節
樂
之
器
也
。

夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
卷
五
・
舜
典

郭
璞
云
、
狀
如
漆
桶
。
方
二
尺
四
寸
、
深
一
尺
八
寸
、
中
有
椎
柄
連
底
撞
之
令
左
右
擊
敔
。
狀
如
伏
虎
、
背
上
有
二
十
七
鉏
鋙
。
刻

以
木
、
長
一
尺
、
櫟
之
。
蓋
樂
之
始
作
則
擊
柷
以
合
樂
、
樂
之
將
終
則
櫟
敔
以
止
樂
、
故
謂
合
止
。
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『
尙
書
句
解
』
卷
二
・
舜
典

柷
狀
如
漆
桶
。
方
一
尺
四
寸
、
深
一
尺
八
寸
、
中
有
錐
柄
、
左
右
擊
以
合
樂
於
始
也
。
敔
狀
如
虎
背
、
上
有
二
十
七
鉏
鋙
。
刻
以
木
、

長
二
尺
、
櫟
之
、
以
止
樂
於
終
。

こ
こ
で
は
合
奏
の
終
わ
り
を
合
圖
す
る
た
め
の
樂
器
で
あ
る
敔
の
こ
と
が
說
明
さ
れ
て
い
る
が
、
傍
線
部
分
を
比
較
す
れ
ば
朱
祖
義
が

蔡
沈
で
は
な
く
夏
僎
の
說
に
基
づ
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
點
か
ら
み
て
、
『
尙
書
句
解
』
は
明
ら
か
に
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
を
基
本
的
な
根
據
と
し
て
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
元
代
に
流
行

し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
は
南
宋
期
、
か
な
り
の
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
注
釋
書
で
あ
る
。
郝
經
は
モ
ン
ゴ

ル
帝
國
の
使
者
と
し
て
南
宋
へ
や
っ
て
來
て
そ
の
ま
ま
拘
留
さ
れ
、
南
宋
の
文
化
を
體
驗
し
た
儒
者
で
あ
り
、
そ
の
『
續
後
漢
書
』
卷
六

十
五
上
下
・
儒
學
列
傳
上
下
・
鄭
玄
の
末
尾
に
は
經
學
を
總
括
し
た
一
文
が
存
在
す
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

嗚
呼
。
六
經
成
於
孔
氏
、
而
傳
注
備
於
玄
。
卒
漢
四
百
年
之
業
而
收
其
功
、
可
謂
大
儒
矣
。
…
…
至
宋
、
易
有
程
氏
傳
、
書
有
夏
氏

解
、
詩
有
朱
氏
傳
、
春
秋
有
胡
氏
傳
、
禮
有
方
氏
、
王
氏
解
。
於
是
六
經
、
傳
注
于
漢
、
疏
釋
于
唐
、
議
論
于
宋
、
聖
人
之
大
義
備
。

眞
儒
之
學
、
與
天
地
竝
而
立
人
極
焉
。

嗚
呼
。
六
經
は
孔
氏
に
成
り
、
而
し
て
傳
注
は
玄
に
備
は
る
。
漢
四
百
年
の
業
を
卒
へ
て
其
の
功
を
收
む
、
大
儒
と
謂
ふ
可
し
。
…

…
宋
に
至
り
て
、
易
に
程
氏
の
傳
有
り
、
書
に
夏
氏
の
解
有
り
、
詩
に
朱
氏
の
傳
有
り
、
春
秋
に
胡
氏
の
傳
有
り
、
禮
に
方
氏
、
王

氏
の
解
有
り
。
是
こ
に
於
い
て
六
經
、
漢
に
傳
注
せ
ら
れ
、
唐
に
疏
釋
せ
ら
れ
、
宋
に
議
論
せ
ら
れ
、
聖
人
の
大
義
備
は
る
。
眞
儒

の
學
、
天
地
と
竝
び
て
人
極
を
焉
に
立
て
り
。

郝
經
に
よ
る
『
續
後
漢
書
』
撰
述
は
南
宋
に
拘
留
さ
れ
て
い
た
時
期
に
係
り
、
こ
の
鄭
玄
傳
の
記
述
は
南
宋
最
末
期
の
學
問
狀
況
を
反
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映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
提
要
が
延
祐
年
閒
の
詔
勅
を
引
い
て
蔡
沈
說
の
當
時
に
お
け
る
盛
行
を
謳
う
の
は
、
一
見
非

常
に
說
得
力
の
あ
る
議
論
の
よ
う
に
映
る
が
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
も
し
も
朱
祖
義
を
端
平
二
年
の
擧
人
と
假
定
す
る
な
ら
ば
、
端

平
二
年
か
ら
科
擧
が
再
開
さ
れ
た
延
祐
二
年
ま
で
約
八
十
年
閒
で
あ
る
か
ら
、
朱
祖
義
に
と
っ
て
は
も
は
や
身
後
の
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
郝

經
の
證
言
が
朱
祖
義
在
世
中
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
に
正
確
性
に
お
い
て
遠
く
及
ば
な
い
。

し
か
し
、
た
と
え
南
宋
末
に
流
行
し
て
い
た
と
し
て
も
、『
書
集
傳
』
よ
り
も
却
っ
て
議
論
が
煩
瑣
で
文
字
數
だ
け
を
と
っ
て
も
優
に

『
書
集
傳
』
の
二
倍
以
上
の
分
量
を
も
つ
『
尙
書
詳
解
』
が
な
ぜ
選
ば
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
や
は
り
考
究
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
禹
謨
の
「
十
六
字
心
法
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
『
書
集
傳
』
の
道
學
的
な
解
釋
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
素
地
が
當
時

の
中
層
學
問
世
界
に
お
い
て
は
未
だ
充
分
に
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
道
學
の
世
界
に
入
り
込
む
こ
と
の
で
き
な
い
中
層
知
識
人

た
ち
が
比
較
的
卽
物
的
な
解
釋
に
活
路
を
求
め
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る

。
（20）

宋
末
か
ら
元
代
に
か
け
て
の
『
尙
書
』
學
に
お
い
て
は
、
一
方
で
は
董
鼎
や
陳
櫟
に
よ
る
『
書
集
傳
』
の
解
釋
を
主
に
朱
熹
の
言
葉
に

據
る
と
い
う
形
態
で
よ
り
深
め
て
ゆ
く
方
向
の
流
れ
が
存
在
し
た
が
、
ま
た
一
方
で
は
經
文
の
道
學
化
を
排
し
て
、
よ
り
卽
物
性
、
わ
か

り
や
す
さ
を
求
め
る
朱
祖
義
の
よ
う
な
流
れ
も
確
か
に
存
在
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
時
代
の
第
一
流
の
學
問
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

永
樂
の
三
大
全
の
登
場
に
至
る
ま
で
、
學
術
界
に
お
い
て
一
定
の
地
位
を
保
ち
續
け
た
の
で
あ
る

。
（21）

本
硏
究
はJSPS

科
硏
費JP24K

00009

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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注
（

）
陳
用
光
『
太
乙
舟
文
集
』
卷
六
・
重
訂
讀
書
分
年
日
程
序
「
乾
隆
年
閒
、
特
詔
天
下
郡
縣
學
校
頒
發
此
書
、
以
勵
學
者
。
嘉
惠
儒

1

林
之
意
、
豈
非
至
優
極
渥
（
乾
隆
年
閒
、
特
に
天
下
の
郡
縣
の
學
校
に
詔
し
て
此
の
書
を
頒
發
し
、
以
て
學
ぶ
者
を
勵
ま
す
。
儒

林
を
嘉
惠
す
る
の
意
、
豈
に
至
優
極
渥
に
非
ず
や
）」。

（

）『
三
魚
堂
集
』
卷
四
・
跋
讀
書
分
年
日
程
後
。

2
（

）
『
碑
傳
集
』
卷
一
百
二
十
九
・
理
學
下
・
王
箴
傳
・
朱
先
生
澤
澐
行
狀
「
偶
於
書
肆
購
得
程
畏
齋
讀
書
分
年
日
程
、
喜
甚
、
卽
尋

3

其
次
序
、
…
…
無
不
一
一
硏
究
（
偶
た
ま
書
肆
に
於
い
て
程
畏
齋
讀
書
分
年
日
程
を
購
ひ
得
、
喜
ぶ
こ
と
甚
だ
し
く
、
卽
ち
其
の

次
序
に
尋
ぎ
て
、
…
…
一
一
硏
究
せ
ざ
る
無
し
）」。

（

）『
復
初
齋
文
集
』
卷
七
・
攷
訂
論
中
之
二
。

4
（

）
馬
宗
霍
『
中
國
經
學
史
』
元
明
之
經
學
（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
、
一
二
八
頁
）。

5
（

）
「
隋
唐
時
代
「
中
層
學
問
世
界
」
硏
究
序
說
」（
南
京
大
學
古
典
文
獻
硏
究
所
『
古
典
文
獻
硏
究
』
第
十
四
輯
、
二
〇
一
一
年
）。

6
（

）
た
と
え
ば
四
部
叢
刊
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
參
圖
互
注
重
言
重
意
本
な
ど
も
、
廣
い
意
味
で
い
え
ば
通
俗
注
釋
書
と
い
え
る
か
も
し

7

れ
な
い
が
、
そ
れ
は
句
讀
が
施
さ
れ
て
い
る
、
他
書
・
他
篇
の
類
似
す
る
言
說
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
點
に
お
い
て
科
擧
用

の
學
習
に
利
便
で
あ
る
も
の
の
、
經
文
の
字
句
の
理
解
は
あ
く
ま
で
も
古
注
の
解
釋
に
委
ね
て
い
る
と
い
う
意
味
で
『
句
解
』
な

ど
の
書
物
と
本
質
的
に
異
な
る
。

（

）
李
逸
友
『
黑
城
出
土
文
書
』（
科
學
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
二
〇
一
頁
）。

8



- 186 -

（

）「
黑
水
城
出
土
『
尙
書
句
解
』
殘
頁
考
」（
『
西
夏
學
』
第
四
輯
、
二
〇
〇
九
年
）。

9
（

）『
直
音
傍
訓
尙
書
句
解
』（
中
華
再
造
善
本
、
金
元
編
、
經
部
、
北
京
圖
書
館
、
二
〇
〇
四
年
）。

10
（

）
な
お
、
王
天
然
・
馬
楠
兩
氏
は
黑
水
城
本
は
そ
の
字
形
や
宋
諱
を
避
け
た
痕
跡
か
ら
、
宋
刊
本
の
覆
刻
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

11

「
黑
水
城
出
土
刊
本
『
尙
書
句
解
』
殘
葉
小
識
」（
『
中
國
典
籍
與
文
化
』
二
〇
一
四
年
第
二
期
）
參
照
。

（

）
た
だ
し
四
庫
全
書
の
著
錄
・
存
目
の
判
斷
に
際
し
て
は
必
ず
し
も
學
術
的
價
値
の
み
が
重
視
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
『
論

12

學
繩
尺
』
の
よ
う
に
文
獻
的
價
値
の
觀
點
か
ら
著
錄
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

（

）
通
志
堂
經
解
が
用
い
た
底
本
に
つ
い
て
は
王
愛
亭
「
『
通
志
堂
經
解
』
底
本
考
論
」
（
『
文
獻
』
二
〇
一
一
年
第
三
期
）
が
考
察
を

13

加
え
て
い
る
。

（

）
中
華
再
造
善
本
景
印
本
で
墨
釘
部
分
が
あ
る
程
度
判
讀
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
同
じ
版
木
を
用
い
た
も
の
で

14

あ
っ
て
も
個
々
の
印
本
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
文
字
が
摩
滅
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。

（

）
粵
雅
堂
叢
書
本
に
よ
る
。『
彙
刻
書
目
』
所
載
同
じ
。

15
（

）
『
尙
書
句
解
』
が
多
く
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
の
說
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
王
天
然
・
馬
楠
前
揭
論
文
に
も
い
く
つ
か

16

の
實
例
を
用
い
て
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

（

）
拙
著
『
三
蘇
蜀
學
の
硏
究
―
―
北
宋
士
大
夫
に
よ
る
儒
家
經
典
解
釋
の
展
開
』
第
二
章
（
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
二
四
年
）

17

參
照
。

（

）
馬
宗
霍
前
揭
書
、
一
二
九
頁
。

18
（

）
林
慶
彰
・
蔣
秋
華
主
編
『
通
志
堂
經
解
硏
究
論
集
』（
中
央
硏
究
院
中
國
文
哲
硏
究
所
、
二
〇
〇
五
年
、
五
四
八
頁
）。

19
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（

）
た
と
え
ば
南
宋
の
李
杞
『
用
易
詳
解
』
が
三
蘇
蜀
學
の
繼
承
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
無
意
識
に
道
學
の
價
値
觀
を
も
反
映
し
て
い

20

る
こ
と
な
ど
、
南
宋
か
ら
元
に
か
け
て
の
中
層
で
の
道
學
受
容
は
複
雜
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
地
域
な
ど
の

要
素
に
も
着
目
し
て
よ
り
詳
細
な
硏
究
が
俟
た
れ
る
。

（

）
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
が
影
響
を
も
っ
た
年
代
上
の
下
限
に
つ
い
て
、
そ
の
四
庫
提
要
に
「
明
洪
武
閒
、
初
定
科
擧
條
式
、
詔
習
尙

21

書
者
、
竝
用
夏
氏
、
蔡
氏
兩
傳
。
後
永
樂
中
、
書
經
大
全
出
、
始
獨
用
蔡
傳
、
夏
氏
之
書
寖
微
（
明
洪
武
閒
、
初
め
て
科
擧
の
條

式
を
定
む
る
に
、
詔
し
て
尙
書
を
習
ふ
者
に
夏
氏
、
蔡
氏
兩
傳
を
竝
用
せ
し
む
。
後
永
樂
中
、
書
經
大
全
出
で
、
始
め
て
獨
り
蔡

傳
を
用
ゐ
、
夏
氏
の
書
寖
や
く
微
た
り
）」
と
あ
り
、
淸
代
に
は
同
樣
の
記
述
が
多
數
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
江
曦
氏
は
、
明
初

に
夏
僎
の
書
が
科
擧
で
用
い
ら
れ
た
と
い
う
言
說
は
楊
愼
『
升
庵
集
』
卷
三
・
雲
南
鄉
試
錄
序
に
始
め
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

信
賴
に
値
し
な
い
、
と
述
べ
る
（
「
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
立
學
官
說
辨
正
」（
『
德
州
學
院
學
報
』
第
三
十
二
卷
第
五
期
、
二
〇
一

六
年
）
參
照
）。
明
初
に
お
け
る
夏
僎
『
尙
書
詳
解
』
の
地
位
に
つ
い
て
は
注
意
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。


